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【素薪の魅力・価値】
1　遊び
・遊びは、作る、体を動かす、空想の世界に浸
る、みんなとやるなど、自分の意志で自分の
やりたいことを決めていくことができる。そ
の意志を、遊び道具やルールに反映させるこ
とができる。

2　身の回りにあるものを使う・
・ダンボール、白色トレー、ペットボトルなど、
身の回りにあるものを遊びの材料に使うこと
で、材料を自由に選んだり、量を確保したり、
比較的容易に加工したりすることができる。
身の回りにあるものを使って、遊びの材料に
したり、遊び道具を作ったりすることで、よ
り楽しい遊びに発展させていくことができる。

く教材について＞

－
【教材の本賞】
楽しく逓ぶためには、材料、遊び道具、ルール
の一つ一つに目を向ける必要があること。

『思う存分、　遊びたしヽ！』
身の回りにあるもの（ダンボール、白色トレー、ペットボトルなど）を材料に使って遊ぶ。

＜教材化に込めた願い＞

身の回りにあるものをどのように使ったら楽しく遊べそうか、実際に試し
てみる。自分のやりたいことなのかが、楽しく連ぶことができたかという
実感として分かる。

実感したことから、遊びに使う材料や遊び道具、ルールを考えていく。
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遊んだときに、楽しいと感じる連びになる。
自分が考えたことによって、楽しく遊べるようになったという手応えを感じる。

ヽ
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●
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：

：

一

手応えを得たことで、もっと楽しく遊べるようにできるのではないかと考える。
今やっている遊びでは満足できなくなってきたことを感じて立ち止まる。

【教師の関わり】
「この先、どのようにしていきたいのか、設計図を描こう。」
教材の本賞で迫ることによって、自分のやりたいことを見つめさせる。

材料、遊び道具、ルールの、どこにどんな事の加え方をしていけばいいのかと
吟味することで、自分がこれまでにどんな楽しさを求めてきたのかを見つめる。
もっと楽しみたくなっている自分を感じ、そんな自分に向き合っているのかと
自らを問う。

思 う存分遊ぶ ことがで き るよ うに、材料 、遊び道具 、ル ール を工夫 してい く。
「自分がや りたい と患 った ことをや る って 、いいな」 と感 じる。
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【実際の追究】　　　　　　　　　　　　　　　　　【Bさんの追究】
追究働　く身の回りにある・工作などに使えそうなものをとっておこう。＞　Bさん・毎日材料を家から持ってくる。l
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①②
Bさん・持ってきたミカン希ぐらいの大きさの

ダンボールに、いろいろな材料を次々
と取り付けていく。

Bさん・材料を取り付けるのをやめ、じっと考
え込む。

＊Bさんは、集めた材料を使って、どんな遊
び遭鼻が作れそうかと考え、次々と材料を
ダンボールに取り付けていったのではない
か。しかし、Bさんは、集めた材料を息い
つくままに使ってしまっていいのかと考え
たのだろう。

③⑥
Bさん

⑦

手に持ったペンにプリンのカップを逆
さにしてかぶせ、ペンでカップをくる
くる回す。

Bさん・材料希から波状に加工された白い紙を
取り出す。それを筒状に巻いて、望遠
鏡を見るようにのぞき込む。

赤いネットを頚からかぶり、顔全体を
覆う。ネットをかぶったまま友達の所
に走っていき、友達をびっくりさせる。

＊Bさんは、自分が持ってきた材料の中から二
材料を一つずつ手にとっては、その材料が
どんなふうに使えそうかと試していった。
そうすることでBさんは、その材料の透明
性や弾力、雷や見え方、伸び方などの特徽
に触れていったのだと私は考える。

Bさん・お母さんがニー削こなって材料を集めて
くれていることを話し始める。

教師 「（材料籍の中身を）全叡出 してみよ うか∧
B さん ・一つ一つの材料 を取 り出 し、取 り

出 した材料を箱の横に、そっ と置
いてい く∧

＊ B さんは、「お母 さん と一糟 に集めたどの
も
て
し
　
○

料
つ
試
た

材
も
を
き

に駄無 したくない」という気持ちを
いた．だからこそ、一つ一つの材料
て、それぞれの材料の特徽に触れて
しかし、材料縞の中味を全て取り出
－　」L　　－　　■　　十　　　　　－　＿L　▲　　▲　■　　　　　－一一一．＿．1■■　＿　▲⊥

して、見たことで、Bさんは、r遊びに使
えそうな材料と、使えなさそうな材料があ
り、取捨遭択していく必雷がある」という
ことに気がついたのだと私は考える。

B さん ・波状の 白い紙 を巻き、のぞ く。 し
ば らく巻いた紙 を見ていたが、息
いっいたよ うに自分の場所に戻 っ
ていった∧

B さん ・ペ ッ トボ トルの回 りに白い波状 の紙を
巻き付け、ペ ッ トボ トル の口か ら中を

乳のぞく、万華鏡のようなものを作る。

ペットボトルの底の部分に、エアシー
トをはった団扇を近づけ、中をのぞく。

エアシートをひもに吊り下げ、頚に巻
く。

Bさんr眼鏡だよ。こうやって、変に見えるよ
うに。」

＊Bさんは、「この材料のこの特徽を使って、
遊び遭鼻を作りたい」という自分の考えを
はっきりさせたからこそ、迷うことなく材
料を貴び、次々とその材料の特徽を生かし
た遭鼻を作り始めていったのではないかと
私は考える。



1　Bさんへのとらえと願い

運動会の大玉転がしの練習を行った。Bさんは、順番に並んで練習を行おうと何度も呼びかけた。順

番に並ぶことで、自分の位置がはっきりとして、自分がいっ、どこへ出ればいいのかがわかりやすくな

る。できる限り速くゴールするために、整然と並んで、一つ一つの過程を自分の目で確かめたいのだと

私は思った。

生活科の「高く、高く」で、新聞紙を高く積み上げた。Bさんは、新聞紙を二っ折りにして丁寧に折

りたたみ、それを重ね続けた。1枚1枚を積み重ねていけば、安定感が得られ、最終的に高くなるはず

だと考えていたのだと私は思った。

Bさんは、順番に並べたり、1枚1枚を丁寧に積み重ねていったりするなど、一つ一つの過程を目に

見える形で整然とさせていく。Bさんは、一つ一つの過程を整然とさせていくことによって、これから

先に自分がどうしていけばいいのかを見通そうとしているのではないだろうか。私は、Bさんには「先

を見通したい」という見方があるのだと考え、これからもBさんに「先を見通したい」という見方を発

揮し続けてほしいと願った。

本教材は、身の回りのものを材料に使って遊ぶ活動を通して、やりたい遊びをもっと楽しみたいと考

える自分自身を見っめ、思う存分遊ぶことができるように、使う材料や遊び道具、ルールを工夫してい

く教材だ。「先を見通したい」という見方を持っているBさんは、思う存分遊ぶために、遊びに使う材

料、遊び道具、ルールのどこをどのように工夫していけばいいのか一つ一つを順番に見ていくだろう。

一つ一つを順番に見ていくことで、思う存分遊べる遊びにしていくことができたとき、Bさんは、一つ

一つを順番に見ていくというやり方に自信を深めるだろう。そんなBさんは、これからも、一つ一つの

過程を整然とさせることで、先を見通していくBさんであり続けるだろうと私は考えた。

2　材料への気付き

本追究を始める前に、私は、各家庭に「身の回りにある工作などに使えそうなものを取っておいてく

ださい」と投げかけた。Bさんは、毎日のように、白色トレーやひも、ペットボトルなどいろいろな材

料を持ってきた。Bさんの材料箱には、入りきらないほどの、たくさんの材料が集まっていた。

第①②時、「自分が持ってきた材料を使って遊ぼう」と投げかけられたBさんは、家から持ってきた

ダンボール箱に、梱包用エアシートや牛乳パックをガムテープで貼ったり、白色トレーや卵のパックを

ひもで吊したりしていった。何を作っているのかと私が尋ねると、Bさんは「適当に。」と答えた。私

には、いろいろな材料を、手当たり次第に、雑然と取り付けているだけのように思えた。いろいろな材

料をダンボール箱に取り付けると、Bさんは、作ることを止めて、じっと考えこんだ。次の時間になっ

ても、Bさんは、「いい材料がそろわない」と言い、何もすることができなかった。何を作りたいのか

聞いても、Bさんは、「まだ、考えられない」と言ったまま、ずっと考えていた。

Bさんは、追究前からたくさんの材料を集めてきた。しかし、その材料を使ってどうやって遊ぶのか、

明確な目的があったわけではない。Bさんは、集めたたくさんの材料を前にして、これらの材料をどう

使えばいいのか迷ってしまっているのではないかと私は思った。私は、Bさんに、何を作るのか考える

のではなく、ボーリングのように、どんな遊び方をしたいのかを考えるように投げかけた。遊び方を考

えることで、その遊び方に必要な材料や遊び道具を考えていくことができるだろうと考えたからだ。

Bさんは、自分が持ってきた材料の中から、材料を一つずっ手にとっては、その材料を使ってどんな

ことができそうかと試し始めた。Bさんが、どのような材料を使って、どのようなことをしたのかは、

以下の通りだ。
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（ア）エアシートと透明なプラスチックのカップ（第③④時前半、第⑤⑥時）

エアシートを小さく丸めて球を作り、口に入れて噛んだ。しばらくその球をじっと見っめた後、再び

それを口にくわえた。

逆さにした透明なプラスチックのカップにペンを挿し、クルクルと回した。また、エアシートを小さ

く丸めた球をカップの中に入れると、床に伏せてカップを小刻みに揺すったり、指で前後に弾いたり

した。

（イ）　ペットボトル（第③④時後半）

ペットボトルの口を切り落として、キャップを中に入れると、ガ

ムテープで口を塞ぎ、振ったり、転がしたりした。そして、中の

キャップが転がる様子を見たり、カラカラと鳴る音を聞いたりし

ていた。

（ウ）　波状に加工された白い紙（第⑦時）

波状に加工された白い紙をはさみで切った。切るたびに鳴るブツ

ブツという音を聞いていた。また、紙をクルクルと巻いてのぞき
、写真1波状に加工された紙を丸め

「普通で見るより、これで見る方がきれい」と景色が変化する様　　　そゐぞく。

子を見ていた。（写真1）

（エ）　赤いネット（第⑧⑨時）

みかんなどを入れる赤いネットを、手にはめて眺めたり、頭からネットをかぶって友達や教師を驚か

せたりした。また、ネットを折り返して、キノコのようなものを作ったり、手でしごいて真っ直ぐに

伸ばし、牛乳パックに巻こうとしたりしていった。

Bさんは、材料を一つずっ手にとっては、その材料を使ってどんな遊び道具を作ることができて、ど

んなことをして遊べるのかを試すことで、それぞれの材料の持っ、伸び方、見え方、透明性、弾力など

の特徴に触れていったのではないかと私は考える。

3　材料に対するBさんの気持ち

第⑧⑨時、突然、Bさんが、材料箱の中からひもの入った小箱を取り出して、私に「これ、ひもをた

めていたら、お母さんがくれた。」と、持ってきた材料について話し始めた。たくさん材料を集めたこ

とを私が褒めると、Bさんは、「このカップはね、親戚の家がくれた。プリンが入っていたの。3つあっ

たから、兄弟3人でお母さんにも一口ずっあげて、お母さんも食べて、それで、洗ってくれた。」など、

お母さんが一緒になって材料を集めてくれていることを話し始めた。Bさんにとっては、お母さんが自

分と一緒に集めてくれた材料の一つ一つが、大切なものであり、無駄にはしたくないものなのだと、私

は考えた。しかし、第⑩時、Bさんは「でも、だめ。こんなにいっぱいあるからさ、どうやったらいい

のか分からない」と言った。

Bさんは、本追究が始まってから、「何か、いい材料がそろわない」と言いながらも、教師が準備し

た材料には見向きもせず、自分が持ってきた材料を一つ一つ手にとってどんなことができそうかを試し

てきた。お母さんが一緒になって準備してくれた材料だから、どの材料も無駄にはしたくないというB

さんの気持ちのあらわれだったのだろう。

第①②時に、Bさんは、持ってきた材料を使って、どんな遊び道具が作れそうかと考えて、材料を次々

とダンボール箱に取り付けていった。しかし、Bさんは、できあがった道具を見て、こんなふうに思い
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っくままに材料を使ってしまってよいのかと、ふと、自分が集めた材料の使い方が気になったのではな

いか。そこには、お母さんが一緒になって集めてくれたどの材料も大事に使いたいというBさんの気持

ちがあったと私は考える。だからこそ、Bさんは、自分が持ってきた材料の中から、気になる材料を一

っずつ選んでは、「この材料は、どんなふうに使えそうかな。」と一つ一つ試していったのだろう。

4　教師の関わり

第⑩時、私は、子どもたちに「作るのをやめて、自分の作ったもので遊んでみよう」と投げかけた。

これまで、子どもたちの多くは、次々と遊び道具を作ってきていた。子どもたちは、作った遊び道具で

遊んでみても、どこかもの足りないものを感じていたから、次々に新しい遊び道具を作っているのだろ

うと、私は考えた。そこで、私は、自分が今まで作ってきた遊び道具で遊ぶように投げかけた。今まで

作ってきた遊び道具で遊んでみることによって、子どもたちが、、自分の遊びのどこにもの足りなさを感

じているのか、考えるきっかけになるのではないかと考えたからだ。

Bさんは、第①②時に作った机らしさもの以外に、遊び道具を作って

はいなかった。「作るのをやめて、自分の作ったもので遊んでみよう」

と投げかけられても、Bさんはどうすることもできなかった。Bさんは、

それまで、一つ一つの材料がどのように使えそうかを試すことによって、

それぞれの材料の持っ伸び方、見え方、透明性、弾力などの特徴に触れ

てきていた。だが、Bさんの材料箱の中には、まだまだたくさんの材料

があった。そこで、私は、Bさんに、一度全ての材料を材料箱の中から

出し、材料箱の中味を整頓するように関わった。材料を一つ一つ取り出

して全ての材料を見ることで、どの材料が遊びに使えそうで、どの材料
写真2　材料箱の中味を取り

出す。

が使えなさそうかを考えるきっかけにしてほしいと考えたからだ。

材料箱の中味を整頓するように投げかけられたBさんは、材料箱の奥にしまいこまれていた材料を一

っ一つ取り出していった。Bさんは、「この紙袋の中に、まだ、こんなのが入っていた！」「スプーンも

あった！」などと歓声を上げた。持ってきたけれど今まで一度も触ることなく箱の中にしまっておいた

材料や、自分が持ってきたことを忘れてしまっていた材料にも改めて触れていった。（写真2）

第⑪⑫時、私は、子どもたちに、設計図を描かせた。作るのをやめて遊んだことで、子どもたちが、

自分の遊びのどこに物足りなさを感じ、どこをどう工夫していきたいのかを考え始めただろうと考えた

からだ。しかし、Bさんは、設計図を描くように投げかけられても、何も描くことができなかった。設

計図を描けそうか私が尋ねても、Bさんは首を横に振るだけだった。Bさんが、どの材料が遊びに使え

そうか一つ一つの材料を試し、それぞれの材料の特徴に触れてきたにもかかわらず、設計図を描けない

のは、第③④時に、私が、遊び方を考えた方がよいと投げかけたからで

はないかと私は考えた。私は、Bさんに作ることを認める投げかけをし

た。Bさんは、じっと考えていたが、しばらくすると、次々にいろいろ

な遊び道具を作っていった。Bさんが第⑪⑫時以降に作っていったもの

は、以下の通りだ。

（ア）　エアシートを使った眼鏡（写真3）

色の付いた飾りひもに、梱包用エアシートをつり下げ、額に結んで眼

鏡を作った。第①②時、ダンボール箱にいろいろな材料を取り付けて

いったときに、真っ先に使ったのもこのエアシートだった。Bさんは、
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このシートを、かぶせる、広げて目の前にかざす、丸める、口にくわえて噛むなどしていた。こうして触

れてきたェアシートの特徴の中で、のぞいたときの景色の見え方を生かして眼鏡を作ったのだろう。

（イ）　ペットボトルを使った鉛筆立て

ペットボトルの中に梱包用エアシートを詰め、鉛筆立てを作った。エアシートを口の中に入れて噛む

などして触れてきたェアシートの弾力を生かせば、鉛筆の芯が折れにくくなると考えたのだろう。そ

して、その鉛筆立てをひっくり返し、鉛筆で鉛筆立てをカラカラと回して遊んだ。Bさんは、第③④

時、透明なカップを使って、同じようにペンでカラカラと回している。

（ウ）　波状の白い紙を使った万華鏡のようなもの

第⑦時と同じように、波状に加工された白い紙を筒状に巻いて、望遠鏡のようにしてのぞき込んだ。

そして、その波状の白い紙をペットボトルの側面に巻き付けると、エアシートを貼った団扇をペット

ボトルの底面に近づけ、中をのぞき込んだ。ペットボトルの口からのぞいた団扇は、万華鏡のように

様々に色や形を変えた。波状に加工された紙をのぞいて見たときに、回りの景色がいっもよりも違っ

て見えたことを生かしたのだろう。

（エ）　赤いネットを使った手袋

赤いネットをギザギザに切って両手にはめると、自分の頬をなでたり、ネットをはめた手をしばらく

眺めたりしていた。赤いネットは、第⑧⑨時以降、Bさんが、かぶったり、手にはめたり、巻いたり

して、くり返し使ってきた材料だ。Bさんは、そうして赤いネットを使って遊ぶことで触れてきた、

編み目が広がって伸びるという特徴を生かして、手袋を作ったのではないか。

以上のように、Bさんが第⑪⑫時以降に作った遊び道具には、それまでBさんが試してきた材料が使

われていた。それぞれの遊び道具には、それまで触れてきた伸び方、見え方、透明性、弾力など、それ

ぞれの材料の特徴が生かされていた。そこには、「この材料の、この特徴を使って、遊び道具を作りた

い」というBさんの意図があると私は思った。

5　今後の課題

Bさんが、「自分が持ってきた材料を使って遊びたい」という目的のために、一つ一つの材料の特徴

を試し、「この材料の、この特徴を使って、遊び道具を作ろう」とはっきりさせたところに、私は価値

を見出したい。しかし、本追究を通して、私がとらえた「先を見通したい」というBさんの見方が表出

していたのかについては、言い切ることができない。それは、私が、追究前に作ることを前提にして材

料を集めさせたにもかかわらず、第①②時に「どんなことをして遊べそうか」と遊び方そのものを考え

るよう投げかけてしまったことによる。その結果、持ってきた材料を使って工作すればいいのか、遊び

道具を作ればいいのか、遊びの材料に使えばいいのかと、考えることが多岐にわたってしまい、Bさん

を始め、多くの子を迷わせることになってしまった。

本追究を考えるにあたって、私は、思う存分遊びたいという子どもの思いを実現するために、どんな

遊びでも行うことができるようにしたいと考えた。しかし、「自分がやりたいと思ったことをやってみ

よう」という見方が本追究のどの場面にあらわれてくるのか、そして教師は、そのあわられを、子ども

の材料の選び方で見ていくのか、作る物で見ていくのか、遊び方で見ていくのかを具体的に考えていな

かった。そのために、導入段階から子どもたちを迷わせるような投げかけをしてしまうことになった。

教材の本質を絞り、追究で子どもたちに願う姿がどこにどのように出てくるのかをはっきりさせていく

ことが、今後の大きな課題である。
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